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１ 制度の概要 

  

 

 調布市オンブズマン制度は、市民の市政に関する苦情を『公正かつ中立的』な立場

から簡易迅速に処理し、市民の権利及び利益を擁護するとともに、市政に対する市民

の理解と信頼を高め、開かれた市政の一層の推進に資することを目的として設置され

ています。 

 

調布市オンブズマンの職務 

 

 

 

 

 

 

 

 

調布市オンブズマンの体制 

 

 

 

  

・ 市政に関する苦情について、相談・苦情申立てを受け、調査します。 

・ 調査の結果に基づき、オンブズマンとしての判断を市民、市の機関にお伝えし

ます。 

また、必要に応じて市の機関に対し、状況の改善に向けた意見表明や提言等を

行います。 

・ 活動状況報告書（本書）等を通じて、調査結果や活動内容を公表します。 

 

・ オンブズマンは、行政に関し優れた識見を有する者のうちから、３人が委嘱

されます。 

・ 任期は３年です（１回に限り再任可） 

・ オンブズマンの庶務は、市民部市民相談課が担当しています。（条例施行規則

第 14 条） 

 

 調布市のオンブズマン（令和７年度） 

丸山
まるやま

 裕司
ゆ う じ

（弁護士）   任期：令和５年4月1日～令和８年３月３１日（１期目） 

古里
ふるさと

 実
みのる

（一級建築士） 任期：令和５年4月1日～令和８年３月３１日（２期目） 

小野田
お の だ

 朋
とも

恵
え

（弁護士）  任期：令和５年4月1日～令和８年３月３１日（２期目） 
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２ 制度利用の手続き 

  

 

 

苦情申立て（相談）できる方 

 

 市民の方はもちろん、市外在住の方や法人その他団体の方でも調布市の業務及び業

務に関する職員の行為について、直接、利害関係を有している方は申立てすることが

できます。 

 相談はどなたでも受付けております。 

 

 

 

 

苦情申立てできる内容 

 

 オンブズマン制度では、原則として、苦情の原因となった事実のあった日から１年

以内の苦情について取り扱います。ただし、次のような事案については、取り扱うこ

とは出来ません。 

 

  ・ 判決、裁決等により確定した権利関係に関する事項 

  ・ 現に判決、裁決等を求め係争中の事項 

  ・ 議会に関する事項 

  ・ 職員の勤務条件、身分等に関する事項 

  ・ オンブズマンの行為に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お話しの内容が苦情申立ての要件に適合するかどうかは， 

オンブズマンがお話を伺う中で，総合的に判断します。 

まずは，お気軽にご相談ください。 
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手続きの流れ 

 

 オンブズマンの手続きは基本的に下図のとおり進んでいきます。 

各手続きの詳細は、次ページ以降をお読みください。 

 

苦情申立ての手続きフロー図 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

HP等で公表 

（個人情報には十分配慮します） 

 調査期間は苦情の内容等に

より異なります。 

☛５頁 

☛６頁 

☛７頁 

☛７頁 

☛７頁 

※１ 

※２ ※３ 
受付 

※１ 面談後、オンブズマンは担当部署に対し、苦情に関係する制度や手続き等についての確認を行います。 

確認を行う中で、苦情申立ての手続きによることなく解決が図られるものとオンブズマンが判断した場 

合は、その結果をお伝えします。 

※２ 事前相談を経ていない場合は、オンブズマンから面談を求める場合があります。 

※３ 苦情の内容がオンブズマン制度に適さない等の理由により、苦情申立てを受理できない場合または調査 

   を実施しない場合は、その旨をお知らせします。 

面談 
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➊ 事前相談（面談） 

 

 苦情申立ての手続きの前に、苦情内容を正確に確認させていただくため、担当オン

ブズマンによる事前相談（面談）を行っています。 

 また、相談をスムーズに行うため、苦情に係る経過等を記入していただく「相談カ

ード」の提出をお願いしています。 

 

■ 相談日時と場所 

 ・ 毎週水曜日（第５水曜日・閉庁日を除く） 

   午後１時から午後５時まで 

 ・ オンブズマン相談室（市役所２階‐市民相談課横） 

 

■ 申込方法 

  オンブズマン相談室又は電話にて随時受付。 

  当日受付も出来ますが、事前にご連絡をいただいた方からご案内します。 

  メールで 

■ 「相談カード」の提出 

 ・ 相談に、オンブズマン相談室にご提出ください（郵送・ファックス・メール可）。 

   なお、御来庁によりご提出いただく場合は、市民相談課の職員が受付し、担当

オンブズマンに取り次ぎます。 

 ・ 「相談カード」は、オンブズマン相談室でお渡ししているほか、市のホームペ

ージで取得できます。 

 

 

  

・ 相談後、オンブズマンは関係部署に対して、

苦情に関わる制度や手続き等についての確認を

行います。 

・ 相談内容から、オンブズマンが「苦情申立て」

の手続きによることなく解決が図られるものと

判断した場合は、その旨をお伝えします。 

【 相談カード 】 

相談室 
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➋ 苦情申立て 

 

 オンブズマン制度の手続き（調査や調査結果の通知等）は、「苦情申立書」の 

提出を受けて開始されます。 

 オンブズマンは、主に「苦情申立書」の内容に基づいて調査を行います。記載 

にご不明な点がある方は、事前相談の中で担当オンブズマンにご相談ください。 

 

■ 「苦情申立書」の提出 

 ・ 事前相談時または相談後に、オンブズマン相談室までご提出ください（郵送・

メール可）。 

   なお、相談日以外など、オンブズマン不在時は、市民相談課の職員が受付し、

担当オンブズマンに取り次ぎます。 

 ・ 記載内容の詳細を確認させていただくため、面談を行う場合があります。 

 ・ 「苦情申立書」は、オンブズマン相談室でお渡ししているほか、市のホームペ

ージで取得できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦情申立書以外での申立てについて 

次の項目が記載されている場合は、苦情申立書

以外の書面でも受付します。 

 ① 氏名 ② 住所 ③ 連絡先 

 ④ 苦情の原因となった事実のあった日 

 ⑤ 苦情申立ての趣旨 

 ⑥ 苦情申立ての理由 

 ⑦ 他の制度（裁判や行政不服審査法に基づく

審査請求等）の利用の有無 

 ⑧ オンブズマンの調査にあたり、実施機関 

（苦情に関係する部署）が保有するご自身 

に関連する情報をオンブズマンが利用する 

ことへの同意 

【 苦情申立書 】 
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➌ 調査 

 

 オンブズマンは、苦情申立書の趣旨や相談内容をもとに、担当部署から聴き取りを

行うほか、担当部署に関係資料の提出を求めたり、実地を確認するなどの方法により、

苦情の原因を調査します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

➍ 調査結果 

 

 オンブズマンは、調査に基づき苦情についての判断を行い、その結果を苦情申立人

にお知らせします。 

 

 

➎ 意見・勧告など 

 

・ オンブズマンは、調査の結果、市の対応について特に改善の必要性を認める場合

は、担当部署に対し意見表明や是正を求める勧告などを行います。 

  また、必要に応じて、その後、どのような改善措置を取るのか報告を求めます。 

・ オンブズマンから報告を求められた担当部署は、措置等の内容についてオンブズ

マンに報告します。 

  また、オンブズマンは、担当部署から受けた報告内容を苦情申立人にお知らせし

ます。 

 

 

➏ 結果の公表 

 

 オンブズマンが受けた相談や苦情申立ての概要については、活動状況報告書（本書）

等により公表します。 

※ 公表に際しては、苦情申立人をはじめ、関係する方が特定されることがないよう、

個人情報に留意して実施します。 

 苦情の事実があった日から１年以上経過しているものや，他の

手続きによる解決が適している場合などは，調査を実施しないこ

とがあります。 

その場合は，その旨をお知らせします。 
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手続きについてのＱ＆Ａ 

  オンブズマンとは何ですか？ 

  オンブズマンは市長が任命し、公正・中立的立場であなたと市の間に立ち、調査

し、市政に対する市民の理解と信頼を高めるために設置された制度です。 

 

  手続きの方法はどうすればいいの？ 

  手続きについては、電話・来訪・メールでの受付となります。手続きは簡単です

のでお気軽にお問い合わせください。原則としてオンブズマンと面談をしていただ

き詳しくお話しをお聴きします。 

また、調査については、オンブズマンが担当部署等に確認し、３ヶ月以内を目途

として迅速に行いますが、事案によっては長期間が必要となる場合もあります。 

なお、オンブズマンの判断には法的拘束力はありませんのであらかじめご承知く

ださい。 

 

  市の施策や事業についての意見や要望を言うために、オンブズマン制度を利用

できますか？ 

  本制度は、市の業務及びその業務に関する職員の行為で、あなた自身に直接利害

関係がある苦情を対象としています。市の施策への意見や要望等については、「調

布市市民相談に係る要望等標準処理規程」に基づき市民相談課が受付し、担当部署

へ処理を依頼します。 

 

  担当課の説明が納得できないという理由で苦情申立てはできるの？ 

  苦情申立てについては、あなた自身に直接利害関係があるかどうかが重要です。

事情を詳しくお聴きする事前相談はどなたでも可能です。お気軽にご相談ください。 

 

市の職員がオンブズマン相談室の窓口では公平性に欠けるのではないか？ 

  調布市オンブズマン条例施行規則第 14 条の規定により、当相談室の庶務は市民

相談課が行います。オンブズマンの指示を受け、制度の案内やオンブズマン不在時

の書類の取り次ぎなどを事務局で行っていますのでご安心ください。 

 

  調査を担当するオンブズマンはどのように決まるの？ 

  オンブズマンはそれぞれが見識や専門性を有しており、苦情の内容に応じて担当

するオンブズマンを決めています。 

また、事前相談を経た場合でも、別のオンブズマンが調査を引き継ぐ場合があり

ます。 

 

オンブズマン以外に苦情を言う制度はないのか？ 

  行政の処分等が違法又は不当だと思うときに処分等に対する不服を申し立てる

ことができる行政不服審査制度があります。 

  また、地方自治行政における公正と効率の確保の観点から監査委員制度が設置さ

れています。適切な制度をご利用ください。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ オンブズマンの活動状況  
  

  

 

 

             １ 苦情等の受付状況  

               オンブズマン相談室の利用状況       10 頁 

               苦情申立ての処理状況           11 頁 

               相談の対応状況              12 頁 

               問い合わせの対応状況           12 頁 

             ２ 苦情処理以外の活動  

               全 国 行 政 苦 情 救 済 ・ オ ン ブ ズ マ ン 制 度 連 絡 会  13 頁 

               オンブズマン会議             13 頁 

               制度周知                 14 頁
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１ 苦情等の受付状況 

  

 

オンブズマン相談室の利用状況 

 

  令和７年４月から令和８年３月までに受付けた苦情・相談・問い合わせの合計件

数は１９件でした。 

  

受付方法別 合計 苦情申立て 相談 問い合わせ 

来訪 ６（３） ０（０） ６（３） ０（０） 

電話 13（14） ０（０） ０（０） 13（14） 

ＦＡＸ ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 

郵送 ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 

メール ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 

合計 19（17） ０（０） ６（３） 13（14） 

 

 

分野別 合計 苦情申立て 相談 問い合わせ 

福祉・健康 13（９） ０（０） ４（２） ９（７） 

子育て １（２） ０（０） ０（１） １（１） 

都市整備 ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 

環境・ごみ ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 

生活文化 １（０） ０（０） １（０） ０（０） 

スポーツ ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 

教育 ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 

税金・保険・住民票等 １（０） ０（０） １（０） ０（０） 

オンブズマン制度 ３（６） ０（０） ０（０） ３（６） 

その他 ０（０） ０（０） ０（０） ０（０） 

合計 19（17） ０（０） ６（３） 13（14） 

 

※ 上記件数は、令和７年度中に受付したもの。 

※ カッコ内は令和６年度の件数。 
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苦情申立ての処理状況 

 

 令和７年度にオンブズマンが受付した事案はありませんでした。 

 

１ 調査を終了したもの ０件（１件） 

 

(1) 苦情申立ての趣旨に沿ったもの ０件（０件） 

(2) 制度改善の提言をしたもの ０件（０件） 

(3) 是正の勧告をしたもの ０件（１件） 

(4) 意見表明したもの ０件（０件） 

(5) 市に不備がなかったもの ０件（０件） 

２ 調査しなかったもの ０件（０件） 

 

 

(1) 所掌事項外のもの ０件（０件） 

(2) 苦情の事実発生から１年以上経過したもの ０件（０件） 

(3) 申立人自身の利害関係を有していないもの ０件（０件） 

(4) 取り下げのあったもの ０件（０件） 

(5) その他 ０件（０件） 

３ 調査開始後に中止したもの ０件（０件） 

 

(1) 所掌事項外のもの ０件（０件） 

(2) 苦情の事実発生から１年以上経過したもの ０件（０件） 

(3) 申立人自身の利害関係を有していないもの ０件（０件） 

(4) その他 ０件（０件） 

４ 次年度へ継続したもの ０件（０件） 

合計（１～４） ０件（１件） 

  

※ カッコ内は令和６年度の件数。 
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相談の対応状況 

 

 「相談」は、事前相談において丁寧にお話を伺い、相談内容を整理したうえで、所

管部署へ取り次ぎを行ったことで、苦情申立てまでに至らなかったものです。 

 令和７年度は６件の事前相談がありました。 

 

問い合わせの対応状況 

 

 令和７年度の「問い合わせ」は、１３件でした。（分野別は１０頁参照） 

 

○オンブズマン相談室に寄せられた問い合わせ 
 

問い合わせ内容 オンブズマン相談室の対応 個人 
公的 

機関 

生活福祉課と高齢者支援室の担当

が変わりその対応について伺いた

い。 

担当課に相談するように伝え、対応

を終了した。 〇  

生活保護費の医療費について伺い

たい。 

担当課に引継ぎ、対応を終了した。 
〇  

市職員の対応について相談したい。

（同内容 他 3 件）。 

はじめに担当課に相談するように伝

え、対応を終了した。 
〇  

作業所の職員が情報も漏らしてい

る。このことについて相談したい。 

オンブズマン制度について説明し対

応を終了した。 
〇  

生活保護の転居に関する対応につ

いて相談したい。 

オンブズマン制度について説明し対

応を終了した。 
〇  

生活保護手続に関する対応につい

て相談したい。 

問い合せのみで対応を終了した。 
〇  

生活保護について質問がしたい。 担当課を案内し対応を終了した。 
〇  

障害福祉課の対応について相談し

たい。 

問い合わせのみで対応を終了した。 
〇  

障害福祉事業所の対応について相

談したい。 

オンブズマン制度の説明し対応を終

了した。 〇  

他市の地域包括支援センターにつ

いて相談したい。 

オンブズマン制度の説明し対応を終

了した。 〇  

保育園の不適切な対応について相

談したい。 

オンブズマン制度の説明し対応を終

了した。 〇  
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２ 苦情処理以外の活動 

  

 

 制度周知や他団体との情報交換、オンブズマン会議による制度運用の検証などを行

っています。 

 令和７年度における活動状況は次のとおりです。 

 

令和７年 ６月 ・第１回調布市オンブズマン会議を開催 

８月 ・令和６年度調布市オンブズマン活動状況報告書を公表 

９月 ・第２回調布市オンブズマン会議を開催 

12月 

 

・第３回調布市オンブズマン会議を開催 

・全国行政苦情救済・オンブズマン制度連絡会に出席 

令和８年 ３月 ・第４回調布市オンブズマン会議を開催 

 

 

全国行政苦情救済・オンブズマン制度連絡会 

 

 オンブズマン等の苦情対応機関が、相互の意見・情報の交換・連携を図ることによ

り、苦情救済制度の充実・発展に資することを目的として、総務省が設置したもので、

現在、34 団体（１道３県 26 市及び４特別区）により構成されています。 

 連絡会は、年に１度開催されており、構成団体の概況報告や、構成団体から提案さ

れる検討事例について各団体が意見発表するなどの情報交換を行っています。 

 令和７年度（第 26 回）は、令和７年 12 月 5 日に、総務省で開催され、丸山オンブ

ズマンが出席しました。  

 

 

オンブズマン会議 

 

 オンブズマン会議は、苦情申立てや相談に対する公平・公正な対応を確保するため、

各オンブズマンの認識の共有を図ることを目的として開催しています。 

 令和７年度は計４回開催し、各オンブズマンが担当した事案の情報共有と意見交

換・協議を行いました。  
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制度周知 

  

 オンブズマン相談室を活用していただくため、オンブズマンの制度や活動について、

次のとおり市民の皆様に周知を行いました。 

 

 ■ 「市報ちょうふ」による広報 

   令和７年度は、10 月５日号において、令和６年度オンブズマンの活動状況や

相談日・苦情申立ての受付方法等を掲載しました。 

   また、４月 20 日号において、オンブズマン相談室の案内を掲載しました。 

 

 ■ 市ホームページによる広報 

   調布市のホームページに、制度の案内を掲載しており、常時閲覧できます。 

   また、事前相談カードや苦情申立書の様式もダウンロードできます。 

 

   ★（トップページ）市政情報 → （広聴）行政オンブズマン 

 

 ■ 制度案内パンフレットの配布 

   市民相談課の窓口にて配布しています。 

 

 ■ 活動状況報告書（本書）の閲覧 

   調布市のホームページ、図書館及び公文書資料室（市役所４階）において閲覧

できます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 事前相談の事案  
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●事前相談の事案   

No.1 地域包括支援センターに関する高齢者支援室の対応について 

地域包括支援センターで作成されたリハビリの計画書に事実と異なる記載があり、高

齢者支援室から事業所に指導してほしいが対応してもらえない。市の対応が適切かどう

か確認してほしい。 
 

 

 

 

 

 

No.２ 介護保険サービス及び障害サービスの利用に関する障害福祉課の対応について 

介護保険サービスと障害福祉サービスの利用内容が希望と異なり不利益が生じてい

る。市は適正に対応しているか確認してほしい。 

No.３ 生活保護費に関する問合せへの対応について 

生活保護費の停止額の計算方法について問合せをしているが返事をもらえない。市か

ら説明してもらえないか確認してほしい。 

No.４ 生活保護費に関する要望について 

大学病院等で診療が受けられない。受診ができるように担当課に要望を伝えてほしい。 

No.５ 委託事業を請け負う事業者の不適切な対応に関する市の対応について 

市民活動支援センターで不適切な対応があったため事業発注元である市に一定の対応

をしてほしい。また、監理団体の委託事業の公開方法が適切か確認してほしい。 

No.６ 市民税の減免について 

市からの案内がなく減免をうけることができなかった。市の案内方法は適切であった

か。減免申請を受け付けないことが適正であるか確認してほしい。また、職員の説明が

不適切な表現ではないか確認してほしい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 活動を振り返って  
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令和 2 年度から令和 7 年度まで 2 期 6 年間、オンブズマンを担当させていただき

ました。 

市オンブズマン条例によると、市がオンブズマンを置く目的として、「a 市政に関

する苦情を公正かつ中立的な立場から」「b 簡易迅速に処理し」、「c 市政に関する提

言等を行う」ことにより、「d 市民の権利及び利益を擁護する」とともに、「e 市政に

対する市民の理解と信頼を高め」「f 開かれた市政の一層の推進に資する」ことが記

載されています。 

私が 6 年間に担当した主な苦情は、 

①  学校用具を取り扱う店舗の対応について」（事前相談） 

②  「防火貯水槽撤去工事に関する市の対応について」（苦情申立て後取下げ） 

③  「開発事業に関する市の対応について」（苦情申立て） 

④  「生活費保護費の減額等について」（事前相談） 

⑤  「深大寺・佐須地域環境資源保全・活用基本計画区域内の生産緑地の買取り申

出に対して市が買取りしないことについて」(事前相談) 

⑥  「スポーツ施設の開発について」（苦情申立て） 

です。 

オンブズマンの設置目的に照らしてふり返ると、６つの案件とも申立人と市の間

に入り第三者として「a 公正、中立の立場」で取組むことを意識してきました。 

「b 簡易迅速に処理し」については①～⑤の案件で対応できました。⑥について

は、足掛け４年に及ぶ開発指導の案件であったため、1 年 4 カ月に及ぶ調査を要し

てしまい、簡易迅速に処理することができませんでした。 

「c 市政に関する提言」については、それぞれの案件で市担当者との聞取り調査

等の中で「d 市民の権利及び利益を擁護する」という観点から市へ助言をさせてい

ただきました。②については、助言に基づき市が対応を改善したため、苦情申立て

が取り下げれるという好ましい結果を生み「e 市政に対する市民の理解と信頼を高

め」ることに少しですがつながったのではと思います。⑥については、開発によっ

て環境被害を受けた苦情申立人と開発指導を行った市の相互理解が図られるよう文

書で 8 項目の調査結果と 11 項目の勧告、提言を行い、市から是正等の措置について

報告を受けました。その内容は市のホームページに掲載されています。長文ですが

ご一読いただき「e 市政に対する市民の理解と信頼を高め」る内容となっているか

市民の皆様にご判断をいただければ幸いです。 

最後に、6 年間、市民や市役所など関係者の皆様にご協力とご理解をいただいた

ことにお礼申し上げ、以上、ふり返りとさせていただきます。ありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

古 里

ふるさと

 実

みのる
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人の話を聞くのは難しい。２期６年間オンブズマンを拝命した私が６年間を通じ

て感じたことです。 

弁護士ですので、相談に来られた方の話を聞くことには慣れていると思っていま

した。しかし、いつ、どこで、誰が、･･･とセオリーどおりに聞いていってもゴール

に近づいているようには感じられず、「本当はもっと違うところに相談者の言いたい

ことがあるのでは？」と感じてくるのです。真意を聞き出し整理するために、私か

ら、こういうことですか？こう思ったのですか？どうしてほしかったのですか？と

積極的に発言し、そうです、いえ違います、前はこうだったのに変わってしまった、

などという会話のキャッチボールを長く続けてやっと、相談者の本当に言いたいこ

とが分かってきます。また、その会話を通じて初めてご自身の気持ちを自覚される

相談者もおられます。会話のキャッチボールから話が逸れていくことも多々ありま

すが、よく聞くとそれも真意を理解する上で大きなヒントになることもありました。 

相談者の本当の要望を把握できて初めて、オンブズマンの権限からできることで

きないことを区別して説明し、できることを実行することができます。オンブズマ

ンは相談者の真意を把握するよう常に努力し、相談者もご自身の真意をオンブズマ

ンに伝え理解を得るよう努力して初めて、市民と行政の架け橋となるオンブズマン

制度が実効性のあるものになりますので、市民・オンブズマン・行政が協力して同

制度を発展させることを願っています。 

これまで６年間、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 今年度は、公的扶助に関係するご相談を二件、税金に関するご相談を一件お伺い

いたしました。いずれも、苦情申立てには至っておりせん。 

 オンブズマンは、市民の皆さまの市政に対する苦情を「公正かつ中立的な立場」

から処理する立場にありますが、ご相談をお伺いすると、市民の方と行政と行政と

の間で意思の疎通がうまくいかがなかったことが申立に及んだ原因であることも多

いように思います。市民の皆様のお気持ち、お考えを正しく行政に伝えるとともに、

行政の考えもわかりやすく市民の方にお伝えすることによって、市民の皆様と市政

との橋渡ができるよう、頑張っていきたいと思っております。 

 オンブズマン制度は、市民の皆さまの身近な機関です。ぜひ、お気軽にご利用く

ださい。 

                                                              

小野田

お の だ

 朋

とも

恵

え

 
 

丸 山

まるやま

 裕司

ゆうじ
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資料１ 調布市オンブズマン条例 

 

平成 13 年 12 月 19 日条例第 33 号 

 

（設置） 

第１条 市民の市政に関する苦情を公正かつ中立的な立場から簡易迅速に処理し、市政の改善

に関する提言等を行うことにより、市民の権利及び利益を擁護するとともに、市政に対する

市民の理解と信頼を高め、開かれた市政の一層の推進に資するため、調布市オンブズマン（以

下「オンブズマン」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第２条 オンブズマンの所掌する事項は、市の機関の業務の執行に関する事項及び当該業務に

関する職員の行為とする。ただし、次の各号に掲げる事項を除く。 

 (１) 判決、裁決等により確定した権利関係に関する事項 

 (２) 現に判決、裁決等を求め係争中の事項 

 (３) 議会に関する事項 

 (４) 職員の勤務条件、身分等に関する事項 

 (５) オンブズマンの行為に関する事項 

（職務） 

第３条 オンブズマンの職務は、次の各号に掲げるところによる。 

 (１) 市政に関する苦情の申立てを受付、これを調査し、迅速に処理すること。 

 (２) 前号の処理に関連し、必要があると認める事案について、調査すること。 

 (３) 申立てに係る苦情又は前号に規定する事案（以下「苦情等」という。）について、市の

機関に対し意見を述べ、若しくは是正等の措置を講ずるよう勧告し、又は制度の改善に

関する提言を行うこと。 

 (４) 勧告、提言等の内容を公表すること。 

 （オンブズマンの責務） 

第４条 オンブズマンは、市民の権利及び利益を擁護するため、公平かつ適切にその職務を遂

行しなければならない。 

２ オンブズマンは、その職務の遂行に当たっては、市の機関との連携を図り、相互の職務の

円滑な遂行に努めなければならない。 

３ オンブズマンは、その地位を政党又は政治的目的のために利用してはならない。 

４ オンブズマンは、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後もまた同

様とする。 

（市の機関の責務） 

第５条 市の機関は、オンブズマンの職務の遂行に関し、その独立性を尊重するとともに、積
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極的な協力に努めなければならない。 

２ 市の機関は、第３条第３号の規定による意見若しくは勧告又は提言を受けたときは、これ

を尊重し、誠実かつ適切に対応しなければならない。 

（組織等） 

第６条 オンブズマンの定数は３人とし、そのうち１人を代表オンブズマンとする。 

２ オンブズマンは、人格が高潔で、地方行政に関し優れた識見を有する者のうちから、市長

が委嘱する。 

３ オンブズマンの任期は、３年とする。ただし、１期に限り再任を妨げない。 

４ オンブズマンは、非常勤とする。 

（兼職の禁止） 

第７条 オンブズマンは、衆議院議員、参議院議員若しくは地方公共団体の議会の議員若しく

は長又は政党その他の政治団体の役員と兼ねることができない。 

２ オンブズマンは、市と特別な利害関係にある企業その他の団体の役員と兼ねることができ

ない。 

（解職） 

第８条 市長は、オンブズマンが心身の故障のため職務の遂行に堪えないと認める場合又は職

務上の義務違反その他オンブズマンとしてふさわしくない行為があると認める場合は、解職

することができる。 

（苦情の申立て） 

第９条 市の機関の業務の執行に関する事項又は当該業務に関する職員の行為について利害

関係を有する者は、オンブズマンに対し苦情を申し立てることができる。 

２ 前項の規定による苦情の申立ての手続は、書面により行うものとする。ただし、オンブズ

マンがやむを得ないと認めるときは、この限りでない。 

３ 苦情の申立ては、代理人により行うことができる。 

（調査対象外事項等） 

第 10 条 オンブズマンは、苦情の申立てが次の各号のいずれかに該当すると認める場合は、

当該苦情を調査しない。 

 (１) 第２条ただし書の規定に該当するとき。 

 (２) 苦情の内容が、当該苦情に係る事実のあった日から１年を経過しているとき。ただし、

正当な理由があると認めるときは、この限りでない。 

 (３) 虚偽その他正当な理由がないと認めるとき。 

 (４) 前３号に掲げるもののほか、調査することが適当でないと認めるとき。 

２ オンブズマンは、前項の規定により苦情を調査しない場合は、その旨を理由を付して苦情

を申し立てた者（以下「申立人」という。）に速やかに通知しなければならない。 

（調査の通知等） 

第 11 条 オンブズマンは、苦情等を調査する場合は、関係する市の機関に対し、その旨を通
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知するものとする。 

２ オンブズマンは、苦情等の調査を開始した後においても、その必要がないと認めるときは、

調査を中止することができる。 

３ オンブズマンは、申立てに係る苦情の調査を中止したときは、その旨を理由を付して申立

人及び第１項の規定により通知した市の機関に対し速やかに通知しなければならない。 

４ オンブズマンは、第３条第２号に規定する事案の調査を中止したときは、その旨を理由を

付して第１項の規定により通知した市の機関に対し速やかに通知するものとする。 

（調査の方法） 

第 12 条 オンブズマンは、苦情等の調査のため必要があると認めるときは、関係する市の機

関に対し説明を求め、その保有する関係文書等を閲覧し、若しくはその提出を要求し、又は

実地に調査することができる。 

２ オンブズマンは、苦情等の調査のため必要があると認めるときは、関係人又は関係機関に

対し質問し、事情を聴取し、又は実地に調査することについて協力を求めることができる。 

（申立人への通知） 

第 13 条 オンブズマンは、申立てに係る苦情の調査の結果について、申立人に速やかに通知

しなければならない。 

（勧告、提言等） 

第 14 条 オンブズマンは、苦情等の調査の結果、必要があると認めるときは、関係する市の

機関に対し意見を述べ、又は是正等の措置を講ずるよう勧告することができる。 

 

２ オンブズマンは、苦情等の調査の結果、その原因が制度そのものに起因すると認めるとき

は、関係する市の機関に対し当該制度の改善に関する提言を行うことができる。 

（報告等） 

第 15 条 オンブズマンは、前条の規定により意見を述べ、若しくは勧告し、又は提言を行っ

たときは、関係する市の機関に対し是正等の措置について報告を求めることができる。 

２ 前項の規定により報告を求められた市の機関は、当該報告を求められた日から 60 日以内

に、オンブズマンに対し是正等の措置について報告しなければならない。ただし、是正等の

措置を講ずることができない特別の理由があるときは、理由を付してその旨をオンブズマン

に報告しなければならない。 

３ オンブズマンは、申立てに係る苦情について前条の規定により意見を述べ、若しくは勧告

し、若しくは提言を行ったとき、又は前項の規定による報告があったときは、その旨を申立

人に速やかに通知しなければならない。 

（公表） 

第 16 条 オンブズマンは、第 14 条の規定による意見若しくは勧告又は提言及び前条第２項の

規定による報告の内容を公表するものとする。 

２ オンブズマンは、前項の規定により公表を行うときは、個人情報等の保護について最大限
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の配慮をしなければならない。 

（運営状況の報告等） 

第 17 条 オンブズマンは、毎年、この条例の運営状況について、市長に報告するとともに、

これを公表するものとする。 

（委任） 

第 18 条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 

 

 附 則 

１ この条例は、平成 14 年４月１日から施行する。 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前において、この条例の規定による手続に

相当する手続により受けた苦情の申立て（施行日において現に処理が終了していないものに限

る。）は、この条例の規定による苦情の申立てとみなす。 
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資料２ 調布市オンブズマン条例施行規則 

 

平成 14 年３月 29 日規則第 21 号 

改正 平成 15 年３月 31 日規則第 27 号 

平成 19 年３月 30 日規則第 15 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、調布市オンブズマン条例（平成 13 年調布市条例第 33 号。以下「条例」

という。）の施行について必要な事項を定めるものとする。 

（代表オンブズマン） 

第２条 条例第６条第１項に規定する代表オンブズマンは、オンブズマンの互選により定める。 

２ 代表オンブズマンは、オンブズマンに関する事務を総理する。 

３ 代表オンブズマンに事故があるときは、他のオンブズマンがその職務を代理する。 

（オンブズマン会議） 

第３条 オンブズマンの職務執行に関する重要な事項を協議するため、オンブズマン会議（以

下「会議」という。）を置く。 

２ 会議は、必要に応じて代表オンブズマンが招集し、その議長となる。 

３ 会議に付することができる事項は、次の各号に掲げるところによる。 

 (１) オンブズマンの職務執行の一般方針に関する事項 

 (２) 条例第 14 条に規定する市の機関に対する意見若しくは勧告又は提言に関する事項 

 (３) 条例第 16 条第１項に規定する公表及び条例第 17 条に規定する運営状況の報告等に関

する事項 

 (４) 前３号に掲げるもののほか、オンブズマンの職務執行に関する重要な事項 

４ 前３項に規定するもののほか、会議について必要な事項は、代表オンブズマンが他のオン

ブズマンに諮って定める。 

（特別な利害関係にある企業等） 

第４条 条例第７条第２項に規定する市と特別な利害関係にある企業その他の団体は、主とし

て市の機関に対し請負をするものをいう。 

（申立ての手続等） 

第５条 条例第９条第２項本文に規定する苦情の申立ては、苦情申立書（第１号様式）により

行うものとする。 

（正当な理由） 

第６条 条例第 10 条第１項第２号ただし書に規定する正当な理由とは、次の各号に掲げると

ころによる。 

 (１) 苦情に係る事実が極めて秘密のうちに行われ、１年を経過した後初めて明らかにされ
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たとき。 

 (２) 天災地変等による交通の途絶により申立期間を徒過したとき。 

 (３) 苦情に係る事実が継続しているとき。 

 (４) 前３号に掲げるもののほか、オンブズマンが正当な理由があると認めるとき。  

 （苦情について調査しない旨の通知） 

第７条 条例第 10 条第２項に規定する申立人への通知は、苦情について調査しない旨の通知

書（第２号様式）により行うものとする。 

（調査の実施又は中止に関する通知） 

第８条 条例第 11 条第１項に規定する市の機関に対する通知は、苦情等調査実施通知書（第

３号様式）により行うものとする。 

２ 条例第 11 条第３項又は第４項に規定する申立人又は市の機関に対する通知は、苦情等調

査中止通知書（第４号様式）により行うものとする。 

（調査結果の通知） 

第９条 条例第 13 条に規定する申立人への通知は、苦情申立てに係る調査結果通知書（第５

号様式）により行うものとする。 

（勧告、提言等） 

第 10 条 条例第 14 条に規定する市の機関に対する意見若しくは勧告又は提言は、苦情等に係

る是正等の措置勧告（提言）書（第６号様式）により行うものとする。 

（報告等） 

第 11 条 条例第 15 条第２項に規定するオンブズマンに対する報告は、苦情等に係る是正等の

措置結果報告書（第７号様式）により行うものとする。 

２ 条例第 15 条第３項に規定する申立人への通知は、苦情申立てに係る措置結果通知書（第

８号様式）により行うものとする。 

（公表） 

第 12 条 条例第 16 条第１項及び第 17 条に規定する公表は、調布市報への登載その他の方法

により行うものとする。 

（運営状況の報告） 

第 13 条 条例第 17 条に規定する報告は、年度ごとに、次の各号に掲げる事項について行うも

のとする。 

 (１) 苦情申立件数 

 (２) 調査件数 

 (３) 市の機関に対する意見若しくは勧告又は提言の要旨 

 (４) 市の機関からの是正等の措置結果報告の要旨 

 (５) 前各号に掲げるもののほか、条例の運営状況に関すること。 

（庶務） 

第 14 条 オンブズマンの庶務は、市民部市民相談課において処理する。 
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（委任） 

第 15 条 この規則の施行について必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成 14 年４月１日から施行する。 

（調布市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例施行規則の一部改正） 

２ 調布市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例施行規則（昭和 40 年調布市

規則第６号）の一部を次のように改正する。 

  （次のよう略） 

（調布市福祉オンブズマンの設置に関する規則の廃止） 

３ 調布市福祉オンブズマンの設置に関する規則（平成 12 年調布市規則第 12 号）は、廃止す

る。 

 （調布市福祉オンブズマンの設置に関する規則の廃止に伴う経過措置） 

４ この規則の施行の日前において、この規則による廃止前の調布市福祉オンブズマンの設置

に関する規則の規定によりなされた手続その他の行為は、この規則の規定によりなされた手

続その他の行為とみなす。 

附 則（平成 15 年３月 31 日規則第 27 号） 

 この規則は、平成 15 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 19 年３月 30 日規則第 15 号） 

 この規則は、平成 19 年４月１日から施行する。
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資料３ これまでのオンブズマン制度の実績 

 調布市オンブズマンは、平成 12 年に調布市福祉オンブズマン制度として設立され、保健・

福祉サービスに関する苦情処理を始めました。 

 その後、平成 14 年から、現行の調布市オンブズマン制度へと移行し、保健福祉サービスに

関する苦情に加え、市政全般の苦情に対応する行政オンブズマンとなりました。 

 発足以来、様々な苦情や相談などを受付、調査・調整を進める中で、行政に対する市民の信

頼の確保に努めてまいりました。 

 

■ 各分野の苦情申立て・相談等の割合（直近５か年度） 

   

※構成比は小数点以下を四捨五入。  

 

■ 苦情申立て・相談等で取扱われた主な事例（直近５か年度） 

  福祉・健康  生活保護・障害者・介護保険等の福祉政策と対応 

新型コロナウイルス感染症関連、喫煙所の整備 

  子育て    保育園の入園条件 

  都市整備   開発事業、違法建築への対応 

  環境・ごみ  ボランティア清掃 

  税･住民票等  市民税の減免について、出生届について 

  その他    市報、職員の接遇・対応、防犯カメラの設置、農地の取扱い 

         管理団体の委託事業について
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